
水処理薬品を利用した省エネへの貢献

エネルギーの効率的な活用技術

冷却水処理剤オルブレイドJシリーズ　〜高い殺菌・殺藻能力で省エネ運転を実現〜

　工場やビル等の開放系冷却塔では、連続運転の間に熱
交換器に微生物や藻類由来の汚れ（スライム）が付着しま
す。スライムは冷却効率の低下、さらには消費電力の増大
につながることから、その発生防止と除去が求められてい
ます。
　オルブレイドJシリーズは当社独自の製造技術で開発し
た次亜臭素酸塩系無機殺菌成分により強力な殺菌・殺藻
効果を有し、スライムの付着による冷却効率の低下を防ぐ
ことで冷却塔の省エネ運転に貢献する新しいスライムコン
トロール剤です。
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利用システム　〜「水の熱」を高効率に回収利用〜

　工場や各種施設では、排水や冷却水、地下水などが持つ熱エネルギーが回収されず系外に捨てられていました。
　水熱利用システムは、ヒートポンプ技術を利用し、従来の熱交換器ではできなかった「低温側から高温側への熱移動」を可能
にしました。これにより水が持つ熱エネルギーを高効率に回収することができます。
　さらに本システムでは、冷水の冷却排熱を回収利用して温水加熱を行うため、温水・冷水の同時供給が可能です。温水・冷
水の供給にそれぞれ独立した熱源機が必要だった従来システムに比べ、エネルギー消費量とCO2排出量の大幅な削減が実現
できます。

※ LTD(Leave Temperature Difference)：熱交換器の汚れ状態を表す
指標。数値が大きいほど冷却効率が低下している状態を示す。

◆オルブレイドJシリーズへの切替えによる電力量・
　CO2排出量削減の試算例
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【試算条件】
　冷凍能力：500 USRt
　冷媒：R-134a
　冷却水出口温度：32℃
　電気料金：10円/kWh

電力量、CO2排出量を
約11％削減
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熱交換器

脱脂液
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水熱利用装置

エネルギーコスト
約7,200千円 / 年（53％）削減

CO2 排出量
約139t / 年（45％）削減

コンプレッサ冷却水を熱源に利用し、
塗装工程の脱脂液をヒータに替わって加温

◆導入試算例（機械部品工場）

平成28年度
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省エネルギーセンター
会長賞 受賞

平成28年度
かながわ地球
環境賞 受賞

環境への取り組み
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事業所紹介
当社グループの主要な開発、製造拠点である開発センター、いわき工場、つくば工場及びオルガノフードテック本社
工場では、以下のような環境保全活動を推進しています。

　つくば工場は水処理の基幹材であるイオン交換樹脂の
精製などを行っており、資源の有効活用と省エネルギーを
考慮した活動を通じて環境保護に努めています。特に、分
別の徹底による廃棄物削減を推進するとともに、当社が得
意とする技術を活かし、工場内での水のリサイクルに取り
組んでいます。

　開発センターでは、省資源や省薬品化など環境負荷低
減につながる「水を創る」「水を浄化する」技術をはじめとす
る各種研究・開発を行っています。開発した技術・製品は
水回収や資源回収、省エネなどでお客様の工場棟での環
境改善に貢献しています。また地下水や冷却環水の熱を
回収し、敷地内で使用する温水を製造する「水熱回収シス
テム」を導入し、エネルギーの有効活用を図っています。

　埼玉県幸手市のオルガノフードテック（株）本社工場で
は、ハムや即席めんに欠かせない食品素材や食品添加物
製剤を製造しています。食品加工に使用される製品の安
全・安心はもとより、省資源、省エネ、廃棄物削減など環境
保全、環境負荷低減に努めています。2015年11月には
再生可能エネルギー発電設備の認定を受けた太陽光発電
システムを導入しました。

　いわき工場では、各種水処理装置の製造・組立を行って
います。廃棄物の削減、リサイクル及びエネルギーの削減
に努め、あわせて購入資材の有効利用の促進を図ってい
ます。装置の製造では、3次元CADなどの設計ツールを用
いて環境にやさしいユニット製品の開発・設計を行い、環
境配慮型製品の納入によってお客様工場の環境負荷低減
に貢献しています。

◆ 開発センター ◆ いわき工場

◆ つくば工場 ◆ オルガノフードテック株式会社本社工場

グループ概要
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会社概要

商 　 　 号

創 　 　 業

資 本 金

代 表 者

従 業 員 数

事 業 内 容

主 要 事 業 所

主要グループ会社
（国内）

主要グループ会社
（海外）

オルガノ株式会社（英文 ORGANO CORPORATION）

1946年5月1日

8,225,499,312円

代表取締役社長　鯉江 泰行

連結2,100名（単体1,011名）（2017年3月31日現在）

当社は総合水処理エンジニアリング会社として、イオン交換樹脂、分離膜、活性炭等を使用する
各種用排水処理装置の製造、販売、メンテナンス及び水処理アウトソーシング受託並びに各種薬
品、食品加工剤の販売を主な事業としております。

〒136-8631　東京都江東区新砂1丁目2番8号
〒252-0332　神奈川県相模原市南区西大沼4丁目4番1号
〒300-2646　茨城県つくば市緑ヶ原2丁目3番（つくばテクノパーク豊里）
〒970-1144　福島県いわき市好間工業団地1番66
〒060-0907　北海道札幌市東区北7条東5丁目8番37号（北オルビル）
〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町1丁目11番1号（HF仙台本町ビルディング）
〒136-8631　東京都江東区新砂1丁目2番8号
〒464-0075　愛知県名古屋市千種区内山3丁目7番3号（NTPプラザ千種内山）
〒564-0053　大阪府吹田市江の木町1番6号（関西オルガノビル）
〒732-0827　広島県広島市南区稲荷町2番14号（和光稲荷町ビル）
〒810-0012　福岡県福岡市中央区白金1丁目4番2号（オルガノ九州ビル）
10F,No.158,Sec.2,Gongdao 5th Rd.,Hsinchu City 300,TAIWAN R.O.C.

オルガノプラントサービス株式会社（水処理装置メンテナンス、維持管理）
オルガノフードテック株式会社（食品加工剤製造、販売）
オルガノエコテクノ株式会社（中小型排水処理装置製造、販売）
オルガノアクティ株式会社（印刷、保険代理、管理業務受託）
株式会社ホステック（水処理装置製造）
東北電機鉄工株式会社（化学プラント工事）

Organo（Asia）Sdn.Bhd.、Organo (Suzhou) Water Treatment Co.,Ltd.、
Organo Technology Co.,Ltd.、Organo（Thailand）Co.,Ltd.、
Organo（Singapore）Pte Ltd、Organo（Vietnam）Co.,Ltd.、PT Lautan Organo Water、
Murugappa Organo Water Solutions Private Limited

本 社
開発センター
つくば 工 場
いわき工場
北海道支店
東 北 支 店
関 東 支 店
中 部 支 店
関 西 支 店
中 国 支 店
九 州 支 店
台 湾 支 店

2016年4月1日〜2017年3月31日。ただし、一部の報告では複数年にわたる報告を行っております。報告対象期間：

以下の名称は、オルガノ株式会社の登録商標または商標です。
「エコクリスタ、オーファス、オルトリア、スーパーデサリナー、オルブレイド、OFAS」

グループ概要
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編集方針・報告範囲

●オルガノグループは、2015年度まで、環境報告書として、各種環境活動の報告を行ってまいりましたが、2016年度の活動報告よりCSR報告書
としてまとめ、環境保全活動のみならず、企業の社会的責任を果たすための他の取り組みについてもまとめて報告いたしました。  
本報告書を通じて、当社グループの取り組みの一環をご理解いただければ幸いです。

●オルガノ株式会社（開発センター、つくば工場、いわき工場を含む国内事業所）が報告の主体ですが、一部、国内関連会社（オルガノプラントサービ
ス株式会社、オルガノフードテック株式会社、オルガノエコテクノ株式会社、オルガノアクティ株式会社、株式会社ホステック、東北電機鉄工株式会
社）を報告の範囲とします。

●発行月  
2017年9月（次回発行予定　2018年9月）

●発行責任・問い合わせ先  
オルガノ株式会社　経営企画部　CSRグループ  
東京都江東区新砂1丁目2番8号
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